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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
皆さんこんにちは。ご無沙汰しております。
今日は、産学連携推進リーダー研修ということで、前回の講座内容をひもときながら、皆さんがご自身の学校やエリアで推進員を育成できるように、ということで、研修を行います。

※挨拶部分なので、簡単に自己紹介も入れると良い
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
まずは研修の目的ですが、前回、9月に受講いただいた産学連携のためのスキルアップ研修でしたが、その目的としては「職業実践専門課程において、産学連携を推進する先生方が企業と共同する意義、価値を再認識すると共に、その実現に必要な考え方や視点を得て、カリキュラムに実装する準備の機会として実施いたしました。
今回は、そのスキルアップ研修の受講者から実施者へステップアップをしていただくことで、自校の人材を育成していけるようにということで実施します。
最終的には自校での実施計画を立案いただく予定にしています。

※目的とゴールを伝える。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
さて、集合研修本日は一日目、前半となります。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
前半は、まずはスキルアップ研修をふりかえってみます。
その後、研修の全体設計、各ワークのねらいと実施のポイントについて理解し、実際に研修を実施する場合の「ゴール設定」までを行います。

※全体の流れとともに、この講座のゴールである「スキルアップ研修のゴールの設定を各自が行うこと」を伝える。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
講座全体を通して、根底においていただきたい「問い」です。
産学連携推進員を育成するために、育成者に必要なことはなんでしょう？ということです。
今回の研修では、研修の内容を理解し、実施できるようにする準備ということにとどまります。
先生方も常に、学生を前に、教員として必要なことは何かを考え続け、実践し続けておられると思います。
それを、産学連携推進員育成　という観点で考えていただければと思います。

※本講座全体を通しての「問い」になるので、研修中随所で声掛け時に組み込んで伝えても良い
※産学連携推進員を育成するために必要なことは、さまざまあり、そのうちの一つがこの研修ができるようになることであることがわかるように伝える。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
では、セッション1として、まずはスキルアップ研修のふりかえりをしていただきます。



FEEFEEDIZHDAFIVFZ Y ITTHE

1HBH 2HH
He@BNESaEZFDRADHAD 1HEDAMADMNMAD

[(BA] S 2O3RUS—H5

[(H&] CNHh 5D [EREDEH]

iR < AMBRDIER XESHBINED?
[(B&] >FUADIRO—DO© (B8] BEBOAHVFISANRIAYD
AUFIS LT DORR s (R5REH)

[(E&] >FUADHRDI—D2
HUFI1SAPYIFT—bOHRS

[(FE] BFBOAVFISAIRIAYD

=HliFRERT AIHEFB

((BR] EER_—_—X&MD

[(EE8] £4&8#8F - FOOMDHLZD



プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
スキルアップ研修では、このような感じで学びを進めていきました。
2ヶ月ほど前のことですが、なんとなく頭に思い浮かんできたでしょうか。

※必要に応じて、スキルアップ研修時のワークシートを見せても良い。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
では、まず、実際にスキルアップ研修を受講してみて、どうだったでしょうか。
感想、疑問、こんなことを学んだ、やってみて良かったと思うところ、こういう内容があると良かったなどの改善点、
さまざまに思ったことがあると思いますので、グループで話し合ってみて下さい。

※ワークデータ（1日目グループワーク用）を、各グループ1枚使用して付箋ワークを行うが、使用する協働ワークのシステムに従って協働用のワークデータ（1日目グループワーク用）をグループ数分準備しておく。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
まずはワークシートにアクセスしてみましょう。そして、付箋に思いついたことを書き出し、貼り付けて下さい。
一つの付箋には一つのことを書くようにしてもらえると後で整理がしやすくなるのでお願いします。

その後、グループ内で、お互いの意見を話し合ってみましょう。
そして、グループでどのような話が出たか、後で発表して下さい。

※時間は研修全体の時間や注力したいパートとの兼ね合いで調整可能。
※時間がない場合は、指名して少しふりかえりの意見を出してもらい、まとめる、ということでも良い。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
それでは、各グループから、感想や意見、どのようなカテゴリの意見が出てきたか、お聞きしたいと思います。

※発表を聞いてフィードバックを行いつつ、付箋を移動させてカテゴリ分け（次スライド参照）を行う。

ありがとうございました。
実際に受講者が抱く感想が今、皆さんの中で理解されたと思います。


AFIT7YITHENDHRD

ya gl
BEDRDEL SBET & U T BRI,

HEHE
s R (O T S ERfF 5 P2 PO = EE i
D—D (39 DIRfE D—IONEEHE
=l (C X9 9 S ERfF = EE

-



プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
※このスライドは口頭でまとめる形で伝えても良いし、アレンジして見せても良い。
※見せる場合は「講師の方へ」「分類例」を削除してください。

皆さんが話してくださった感想は、研修がそのように意図して設計されていたから、なのです。
では、どのような意図で設計されたのか、全体の構成に関して、また研修で組み込んだワーク、強調したかったこと、講師のふるまいも含めて紐解き、理解していきたいと思います。
ここから後は、講師になることを前提に、講師の視点で考えてみましょう。

※これまでは「スキルアップ研修の受講者視点」で話していた受講者に、「立場が変わる」ことがわかるように伝える
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
それでは、まずは研修の全体設計についてひもといてみましょう。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
研修の全体的な構造は、このようになっていました。
産学連携推進員として必要な考え方、視点、今回はキャリア教育の視点でのアップデートでしたが、その目的に合わせた形で設計を進めました。
何か気づいたことがある方はおられますか？（1，2名を発表させる）

※表示は後のグループワークでも受講者が見ながら話し合いを行うものです。
※気づき例）下記例のようなコメントではないこともあるが、正解はないため、受講者から出てきたコメントを肯定し、意見を言いやすくする。
・流れ、ストーリーがある　・学習を段階で進めている　・講座内で伝えることを絞り込んでいるのかも
・前提の条件をそろえるための事前学習か　・事後のフォローが手薄なのでは
・他に伝えた方がいいことはないか気になった　・「本来あるべき姿」「目指すべき姿」など、現状とのギャップをとらえさせようとしている？
・カリキュラムを変えるためにどうしたらいいか考えさせようとしている　など

【時間があってグループワークをする場合】
いろいろな気づきがあると思います。
それを、今からお互いに話してみて、気づいたことを話してみましょう。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
発表ありがとうございました。
あちこちに、皆さんの気づきがあり、そしてどれも正解です。
それらを考えて、実施者としてどのような計画をしていくのが良いか、計画立案のときにぜひ活かして下さい。

研修の全体設計を行う際に特に注意したポイントは、
・キャリア教育の視点でアップデートすることで、カリキュラムのふりかえり、課題に気づき解決する糸口が見つかるようにすること
・同じ役割を担う人たちが集い、話すことでお互いの共感や違いを感じ、心強い気持ちになり、実践への意欲を高めること
・最終成果物を、実践で活用できるツールにすることで、実際の行動にうつしやすくすること
です。

元々、私たちが考える研修は、知識提供型ではなく、ワークを行うことで考え、共有共感し、気づき、理解するような設計をしており、そのような研修になるようにワークを入れつつ進められるようにしています。
研修を受けた方々が、戻ってすぐに活用できるようにということも意識しています。

※研修の特徴「気づく」「考える」「話し合う」「活用する」

また、もう一つ、Kellerの提唱した学習意欲モデル、ARCSモデルにあててみると、
事前学習で知ることから注意喚起を行い、研修前半でさまざまな視点の関連性に気づくようにし、
研修後半で考えることにより自信をつけていただいて、事後学習で実践を通して学習をふりかえり、満足感を得るようにも組み立てられていますし、講師側も意識して話すようにしています。

※ARCSモデルについての詳細（参考）
https://home.riise.hiroshima-u.ac.jp/~ten/arcs.html
ARCSモデルは，Kellerの提唱した学習意欲モデルで，A：注意（Attention），R：関連性（Relevance）,C：自信（Confidence），S：満足感（Satisfaction）からなる．それぞれについては以下のような内容となる。
注意の側面：おもしろそうだ，何かありそうだという学習者の興味・関心の動きがあれば，注意が獲得できる。新奇性（もの珍しさ）によって知覚的な注意を促したり，不思議さや驚きによって探究心を刺激する。また，注意の持続には，マンネリを避け，授業の要素を変化させる。
A1　知覚的喚起：学習者の興味をひくため何ができるか
A2　探究心の喚起：どのようにすれば探求の態度を刺激できるか
A3　変化性：どのようにすれば学習者の注意を維持できるか
関連性の側面：学習課題が何であるかを知り，やりがい（意義）があると思えれば，学習活動の関連性が高まる。反対に，「何のためにこんな勉強をするのか」との戸惑いは，関連性の欠如に由来する。学習の将来的価値のみならず，プロセスを楽しむという意義や課題の親しみやすさも関連性の一側面だとされている。
R1　親しみやすさ：どのようにすれば学習者の経験と教材とを結びつけることができるか
R2　目的指向性：どのようにすれば学習者の目的と教材を関連づけられるか
R3　動機との一致：いつどのようにすればが学習派の学習スタイルや興味と教材とを関連づけられるか
自信の側面：達成の可能性が低い，やっても無駄だと思えば，自信を失う。逆に，学び始めに成功の体験を重ねたり，それが自分が工夫したためだと思えれば「やればできる」という自信がつく。自信への第１歩は，ゴールを明確にし，それをクリアーすること。教師の指示にただ従うだけではなく，試行錯誤を重ね，自分なりの工夫をこらして成功した場合（学習の自己管理），自信はさらに高まる。
C1　学習欲求：どのようにすれば学習者が前向きな成功への期待感を持つように支援できるか
C2　成功の機会：学習経験が，学習者自身の能力に対する信念をどのように支えたり高めたりするのか
C3　コントロールの個人化：どのようにすれば学習者は自分の成功が自分の努力と脳力によるものであると確信するか
満足感の側面：学習を振り返り，努力が実を結び「やってよかった」と思えれば，次の学習意欲へつながる満足感が達成される。マスターした技能が実際に役に立ったという経験や，教師や仲間からの認知と賞賛，努力を無駄にさせない首尾一貫した学習環境などが重要だとしている。
S1　内発的な強化：どのようにすれば学習経験の本来の楽しみを促進し支援できるか
S2　外発的報酬：学習者の成功に対して，どのような報酬的結末を提供するのか
S3　公平さ：どのようにすれば学習者が公平に扱われていると感じるか
参考文献：「教育工学事典」日本教育工学会，実教出版，2000



2D 24555t
@) o> wmeneun:

1 DI—JTHE - & 159
SHERT. EOVETEPTOEM%E

HBURHS, ENENDIN\—FD TR5L\] =
Eﬁ ;/I/:I_\jTaj'E:L/cJ: 50

2 ¥R -HB



プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
【時間があってグループワークをする場合】
※
先ほどの「全体設計」のシートを見ながら、気づいたことやその理由を共有しつつ、それぞれのパートのねらいが何だったと思うか、話し合って見ましょう。最後に発表いただくので、発表者も決めてください。
※話し合いの時間設定は全体研修時間などの計画により調整してください。

それでは、各グループで発表してください。

※発表内容に対してコメント（フィードバック）を行う。その際に、次のスライドの記載内容につながるよう伝える。
※気づき例）下記例のようなコメントではないこともあるが、肯定し、次スライドの記載内容につながるように伝える。
・流れ、ストーリーがある　・学習を段階で進めている　・講座内で伝えることを絞り込んでいるのかも
・前提の条件をそろえるための事前学習か？　・事後のフォローが手薄なのでは
・他に伝えた方がいいことはないか気になった　・「本来あるべき姿」「目指すべき姿」など、現状とのギャップをとらえさせようとしている？
・カリキュラムを変えるためにどうしたらいいか考えさせようとしている？
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
皆さんはこのスキルアップ研修を実際に講師として実施していくお立場です。
全体を俯瞰で捉え、全体の流れを理解した上で、講座の意図、伝えるべき事を理解し、伝えられるようにすることが大切です。

実施するスキルアップ研修の目的と全体構造、そして実際の研修でのアジェンダ、細かく分解したワークの意図とそれぞれがどのように関連づいているのか、というところまで、理解していく必要があります。
細かく分解したワークの意図については、次のセッションで考えていきます。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
先ほどお伝えしましたが、次のセッションではワークについて詳しくみていきます。
全体を俯瞰、流れを理解しながら、各ワークの意図、ねらいを理解し、ポイントを外さないよう実施していくことも重要ですので、
ここからは各ワークについて考えて行ければと思います。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
この研修やワークの設計は、先ほど少しお伝えしましたが、「気づく」「考える」「話し合う」「活用する」ということを大切にしています。
研修の間に、ワークをいくつか実施していただいたと思いますが、それらを思い出しつつ、それぞれのワークにこの4つの視点（「気づく」「考える」「話し合う」「活用する」）以外に、どのようなねらい、意図、学びや効果があったのか、そしてねらいを達成するためにどのような声かけが必要だったかふりかえって、ご自身が実施講師として必要になるふるまいなどを考えてみましょう。

※S1では全体を俯瞰したが、S2では「各パート」の「ワーク」の設計に焦点化する（より深堀する／ズームインするイメージ）ことを意識させる



D—DDR5WVNERT> b

@) o> D—sonsnEk1>h
I D—O5— NEBHICTIER
2 OI—THE - -5E 159D
EDX DRSSV GIEPZED) Z8EL CLVTH, EDRSLY
ZE|EHITEHICWHEICIRD [EBEEUVUTDORAI> M =
smUELUL Do

3 FIN-T2nART2HHE



プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
研修は、レクチャーとワークを交互に入れて、組み立ててありますが、今回のスキルアップ研修も同様にワークがいろいろ入っていました。
これから、それらのワークには、どのようなねらい、つまり効果や学びを想定していたか、考えていただきます。
また、皆さんが考えたねらいを達成し、効果や学びを引き出していくために、必要となる講師としての注意点を合わせて考えてみましょう。

※スキルアップ研修のスライドとワークシートを「教材」として、受講者に提供する。
※スライドはワーク部分のみ、ワークシートは該当部分に赤枠を入れて提供する。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
それでは、スキルアップ研修の中で、大きなワークを皆さんで分析していただきます。
シナリオ分析ワークはAグループ、企業連携アップデートはBグループ、効果測定のための評価規準はCグループです。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
ワークシートにアクセスできましたか？
アクセスできない人がいたら、グループ内で助け合ってアクセスできるようにしてから始めてください。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
※例示用スライド①時間調整や話しやすさ、受講者の理解度に合わせて必要に応じて活用してください。
※実際に提示する場合は「講師の方へ」を削除してください。

ワーク、とも言えないアイスブレイクですが、ここにも意図がありました。
キャリア教育の視点である「will、can、must」を研修冒頭に提示し、私たちのwillもお伝えすることで、
受講者に事前学習で重要なポイントであった視点を意識づけていただくためでした。
また、雰囲気を和らげ、話しやすくするために、講師が率先してwillをお伝えすることで、
受講者が研修で意欲的に参加できるようにしていた、というねらいがありました。

こんな風に、他のワークではどのようなねらい（効果や学びの想定）があったのか、そのために講師はどのようにする必要があるかを考えてみて下さい。


EET D A~

@ *Eﬁj’f = h)\‘ya ZoERNE [BIRAI T,

BHEICISCTERL TS
VA

SHEVDHiiFREEZIZHE L

1 F«4220YRKRUS—h5, EDKXDICAHE,
ERENEBRNDDERZ UIZOH

2 [FHmo#=] [FHmmstE] [l

[EDWT, BRI, B Jr—RN\vo%z
LTHEIELELD

L .:

T N,



プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
※例示用スライド②時間調整や話しやすさ、受講者の理解度に合わせて必要に応じて活用してください。
※実際に提示する場合は「講師の方へ」を削除してください。

他にも、相互フィードバックの時間も入れていました。
相互フィードバックを行うことで、自身がもたない視点からのアイデアを取り入れたり、
仲間意識を生じさせることが出来ます。
それが、受講者の計画に対してプラスの影響となり、ブラッシュアップされたり実施への意欲向上につながったりします。
こんな風に、他のワークではどのようなねらい（効果や学びの想定）があったのか、そのために講師はどのようにする必要があるかを考えてみて下さい。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
※例示用スライド③時間調整や話しやすさ、受講者の理解度に合わせて必要に応じて活用してください。
※実際に提示する場合は「講師の方へ」を削除してください。

課題に対する対応策を考え、記入するワークでは、研修を受けて終わりにせず、実践に確実につなげるということを意図しておりました。
また、一人で考えるのではなく、共有したり相談

こんな風に、他のワークではどのようなねらい（効果や学びの想定）があったのか、そのために講師はどのようにする必要があるかを考えてみて下さい。したりすることで、解決の糸口を見つけることができるのでは、ということも考えておりました。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
それでは、各グループから、各ワークのねらいや講師として実施するうえでのポイントや注意すべき点を発表していただきます。

※発表を聞いてフィードバックを行う。
※フィードバック視点：ねらい達成に向かっているか、講師としてのシミュレーションは十分にできているか、実際に実施した講師の立場としてどうだったか

ありがとうございました。
講師の気持ちや意図が皆さん良く読めていたのではと思います！
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
先生方が気づかれたポイント、どれも大切なものになります。
先生方は日々授業されているので釈迦に説法なところではございますが、講師は各ワークのねらい、効果や学びを理解、想定し、その達成のために、声かけやツールなど、何が必要かを考えて準備し、実施することが大切です。
私たちが設計したときのワークに関する解説を記載したものがありますので、後ほど共有させていただきます。
それでは、この後は「研修を立案する際に必要な視点」ということで、まとめとしてお伝えいたします。

※ワークの解説書：FT研修ツール①研修設計（エクセル）を必要に応じてデータ形式を決めて提供する。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
研修講師をする場合、常に意識しておいた方がいいポイントがこちらです。メーガーの3つの問いと言われています。
どこへ行くのか＝この研修を通じ何を達成したいのか＝目標
どうやって知るのか＝達成できたかどうかをどう測るか＝評価
どうやってそこへ行くのか＝目標を達成するためにどんな内容にすべきか、どんな環境を整えるか＝手段
どの観点が欠けても、研修は成立しません。講師として、この点を常に意識しましょう。

※参考資料
授業計画のシステム的なアプローチが盛んに議論されたころ、米国の教育工学研究者ロバート・メーガー（Robert F. Mager）が次の3つの質問の大切さを指摘した。
Where am I going? （どこへ行くのか？）�How do I know when I get there?（たどりついたかどうかをどうやって知るのか？）�How do I get there?（どうやってそこへ行くのか？）
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
ワークお疲れ様でした。
先ほどセッション２の最後でお伝えしたメーガーの3つの問いの中から、ここからの時間は「どこへ行くのか」、
ゴール設定について進めていきます。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
では、ゴール設定をしていくために、まずは講師に必要な資質能力を考えてみます。
そのために、まず、スキルアップ研修を受講して、講師は受講者にどのようになってほしいのでしょうか。
受講後に「こんな風になってほしい」という受講者の姿を考え、書き出してみましょう。
そして、書き出したような姿にするために、講師は講座実施中にどのようにあるべきでしょうか。
そして、それはどのような力だと思いますか？
セットで考えてみましょう。

※ワークデータ（1日目グループワーク用）を準備しておく。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
それでは、ワークシートにアクセスしてみましょう。

※準備したワークデータ（1日目グループワーク用）にアクセスできるようサポートする。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
ワークシートにアクセスできましたか？
本来は、ABCDモデルでDの「合格ライン」があるのですが、今回は、まずは講師に求められる資質能力を考えてみます。
こちらに例を示しますので、参考にしてください。

※例は、文字が小さい場合は、ワークデータ（1日目グループワーク用）に追加するなどして、「書きぶり」のイメージがつかめるようにしてもよい。
※例示を出すタイミングは、受講者の理解度などにより調整してください。
※本来はABCDモデル
https://www.aand.co.jp/knowledge_words/post_1967/
A (Audience): 学習者。
B (Behavior): 学習後に学習者が「できること」となる行動。
C (Condition): その行動が発揮される状況や条件（評価の場面など）。
D (Degree): 目標達成の基準（合格ラインなど）。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
皆さん、発表ありがとうございました。
皆さんから出てきたことをまとめてみました。
※まとめた内容が受講者の発表内容と齟齬がないようにしておきましょう

このように、講師にとって必要なことを考えると、さまざまな力が必要であることが見えてきますね。
講師として、知っておきたい知識やスキルを伸ばすことができるようにすることも大切です。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
それでは、これまで考えてきた講師としての実施上注意すべきことやふるまい、講師に必要な力を総合した講師としてあるべき姿と自身を照らし合わせてみて、自分自身の強みと弱みを考えてみましょう。
また、自部自身が講師としてどこに注力をして実施するのがよいか、自分自身の講師としての姿のねらいを定めてみましょう。
強みを生かす場として考えるか、弱みを強化する場として考えるか、いずれも…になるかはお任せいたします。

※講師としての自分自身のあるべき姿をイメージさせ、今の自分自身とのギャップをつかみ、自分自身のゴールを決めてもらうようにする。
※ワークデータ（1日目グループワーク用）を準備しておく。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
では、ワークシートにアクセスしましょう。
そこに、付箋の枠を置いていますので、それを使用して自分自身に必要なことを書きましょう。
明日の朝、今日のふりかえりとして研修冒頭にシェアしていただきます。

※ワークデータ（1日目グループワーク用）を準備しておく。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
一日目お疲れ様でした。
ご自身のゴールが見えてきたところで、今日の研修の理解度チェックをお願いいたします。

※あらかじめ、理解度チェックのアンケートフォームなどを準備しておく。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
大変お疲れ様でした。
明日は今日の最後の自身のねらいをシェアし、研修の実施計画を立案していきます。
ありがとうございました。

※明日の概要を伝える。
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